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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
文
化
協
会
の
活
動
が
制
限
さ
れ
て

い
た
３
年
間
で
し
た
が
、
今
年
度
は
よ

う
や
く
事
業
が
再
開
で
き
、
予
定
し
て

い
た
市
民
芸
術
文
化
祭
の
21
事
業
は
全

て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
に
開
催
を
す
る
部
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
記
憶
を
頼
り
に
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
準
備
、
出
演
者
の
調
整
、
ま
た

感
染
症
対
策
ま
で
、
入
念
な
打
ち
合
わ

せ
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
受
付
業
務
に
加
え
、
検

温
の
実
施
・
健
康
状
態
申
告
書
記
入
の

お
願
い
な
ど
、
会
員
の
皆
様
へ
は
ご
負

担
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。今
後
も
、

継
続
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
各
部
会
に
よ
る
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
つ
い
て
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

「
大
茶
会
」

①
茶
券
は
事
前
申
込
制
（
先
着
４
０
０

枚
）

　

当
日
、空
い
て
い
る
時
間
を
確
認
し
、

各
席
の
受
付
に
て
予
約
。
時
間
の
指
定

と
人
数
制
限
を
行
い
、
密
を
回
避
。

「
前
橋
川
柳
大
会
」

①
誌
上
開
催

　

例
年
、
全
国
か
ら
多
く
の
参
加
者
が

あ
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
誌

上
で
の
開
催
と
し
た
。

「
歴
史
講
演
会
」

①
参
加
者
は
事
前
申
込
制

　

当
日
、
参
加
者
は
受
講
決
定
通
知
の

ハ
ガ
キ
を
持
参
。
受
付
に
て
出
欠
の
確

認
、
お
よ
び
検
温
と
消
毒
を
実
施
。

「
八
木
節
の
つ
ど
い
」

①
座
席
表
示

②
ア
ク
リ
ル
パ
ネ
ル
の
設
置

　

飛
沫
防
止
用
パ
ネ
ル
は
、
お
囃
子
用

に
２
台
設
置
。
部
会
独
自
で
購
入
・
設

置
。

第
45
回 

前
橋
市
民
芸
術
文
化
祭

   前橋市市制施行   前橋市市制施行
 130周年記念事業 130周年記念事業

　前橋市は、令和４年度に市制施行130 周年を迎えました。
　当協会の事業「まえばし和の文化の集 い」と「前橋市民芸術文化祭」は、
その記念事業として開催しました。

マスク掛け

受付にて
申込者の確認

市民芸術文化祭の様子は、
当協会のYouTubeからも
ご覧いただけます！
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大
胡
地
区
は
、
10
月
下
旬
か

ら
11
月
中
旬
に
か
け
て
文
化
祭

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開

催
で
す
。
音
楽
部
門
・
芸
能
部

門
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
数
の
状
況
を
鑑
み
て
、
数

百
名
が
一
同
に
長
時
間
会
す
の

は
感
染
対
策
上
危
険
で
あ
る
と

判
断
し
、
本
年
度
も
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
は
、
会
場
を
小
さ

く
し
て
皆
の
力
で
知
恵
を
出
し

て
工
夫
を
し
、
今
回
も
赤
城
少

年
院
の
協
力
を
得
て
ス
ム
ー
ズ

に
充
実
し
た
会
場
設
営
が
で
き

ま
し
た
。
出
展
者
か
ら
は
、
三

年
振
り
の
文
化
祭
に
「
展
示
で

き
て
良
か
っ
た
」
と
の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

大
胡
歴
史
研
究
会
は
、
子
ど

も
連
れ
の
参
加
者
達
が
小
春
日

和
の
中
で
、
荒
砥
川
を
眼
下
に

見
下
ろ
す
大
胡
城
跡
の
本
丸
跡

や
牧
野
氏
の
墓
地
が
あ
る
養
林

寺
な
ど
を
歴
史
探
訪
し
、
囲

碁
・
将
棋
部
門
は
地
区
公
民
館

で
参
加
者
が
緊
迫
し
た
空
気
の

中
で
対
戦
し
ま
し
た
。

　

大
胡
支
部
も
高
齢
化
や
コ
ロ

ナ
な
ど
で
加
入
団
体
が
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
各
団
体
が
今

行
っ
て
い
る
活
動
を
大
切
に
し

て
、
周
り
の
人
が
う
ら
や
ま
し

い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
文
化
活

動
が
で
き
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

 

臼
田　

昇　

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
出
来
な

い
」
と
の
事
で
、
地
域
作
り
協

議
会
と
話
し
合
い
を
し
て
、
長

年
続
け
て
き
た
産
業
文
化
祭
を
、

今
回
か
ら
「
元
気
祭
」
と
改
名

し
粕
川
公
民
館
と
粕
川
隣
保
館

を
使
用
し
、
芸
能
部
門
と
展
示

部
門
に
分
け
て
、
盛
大
に
実
施

致
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
を

中
心
に
唯
一
の
一
日
開
催
で
し

た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
沢

山
の
来
場
が
あ
り
、
次
回
も
盛

大
に
実
施
し
て
下
さ
い
と
、
お

願
い
さ
れ
、
役
員
一
同
感
激
し

て
い
ま
す
。
展
示
部
門
で
は
、

会
員
が
亡
く
な
り
唯
一
の
会
員

が
詠
み
歌
を
短
冊
で
出
品
し
、

旧
前
橋
か
ら
粕
川
へ
移
住
し
た

方
が
、
福
島
県
の
小
石
浜
港

（
漁
港
）
を
描
い
た
油
絵
を
出

品
し
て
下
さ
り
、
鑑
賞
す
る
人

の
目
を
引
き
ま
し
た
。
書
道
部

門
の
会
員
も
す
ば
ら
し
い
作
品

を
提
出
し
て
下
さ
り
、
見
学
者

の
関
心
を
引
き
ま
し
た
。
是
非

と
も
次
回
も
開
催
し
て
ほ
し
い

旨
、要
請
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

微
力
な
が
ら
継
続
し
て
行
き
た

い
と
、
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

も
仲
間
と
和
気
あ
い
あ
い
と
活

動
続
け
て
い
け
た
ら
と
切
に

思
っ
て
居
り
ま
す
。

 

原　

與
志
美　

　

今
年
度
も
依
然
と
し
て
停
滞

す
る
感
染
症
対
策
の
下
、
富
士

見
文
化
協
会
が
計
画
し
実
行
し

た
行
事
、
催
物
を
紹
介
い
た
し

ま
す
。

⑴ 

８
月
24
日
「
納
涼
の
集
い
」

和
の
響
き

　

佃
つ
く
だ 

康こ
う

史し 

社
中
３
名
に
よ
る
、

尺
八
、
篠
笛
、
三
味
線
、
民
謡

の
演
奏
会

⑵ 
10
月
23
日
「
文
化
講
演
会
」

演
劇
の
会　

　

演
劇
ア
イ
ヌ
民
謡
よ
り
「
ポ

ナ
ン
ペ
ペ
ナ
ン
ペ
」
群
馬
中
芸

の
皆
さ
ん

⑶ 

11
月
19
日
よ
り
23
日
「
富
士

見
地
区
文
化
祭
」　 

　

書
道
展
、
水
墨
画
展
、
手
芸

展
、
郷
土
研
究
、
短
歌
展
、
俳

句
展
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
、

小
中
学
校
生
徒
絵
画
35
点
出
展
、

舞
台
部
門
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

を
考
慮
し
中
止
し
ま
し
た
が
、

展
示
部
門
の
皆
さ
ん
の
労
作
・

佳
作
が
出
品
さ
れ
、
特
別
参
加

の
小
中
学
生
の
絵
画
が
錦
上
に

花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

⑷ 

１
月
14
日
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
群
馬
シ
テ
ィ

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
演
奏
会

⑸ 

２
月
18
日
「
学
習
講
座
」
甲
よ
ろ
い

を
付
け
た
古
墳
人　

講
演
会

 

増
村　

友
美　

大
胡
支
部

粕
川
支
部

富
士
見
支
部

支
部
活
動
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令和５年度　第46回前橋市民芸術文化祭開催予定一覧
№ 事業名 期　日 時　間 会　　場

1 華道展
４月22日(土) ～ 

　　23日(日)
10:00 ～

昌賢学園まえばしホール

大展示ホール

2 邦楽のつどい ５月７日(日) 13:00 ～ 昌賢学園まえばしホール小ホール

3 前橋川柳大会 ６月上旬 誌上大会

4 大茶会 ５月21日(日) 10:00 ～ 臨江閣

5 歴史講演会 ６月３日(土) 13:30 ～ 第三コミュニティセンターホール

6 市民短歌大会 ６月11日(日) 13:30 ～ 中央公民館501・502学習室

7 市民俳句大会 ６月25日(日) 13:30 ～ 中央公民館ホール

8 民謡民舞発表会 ７月２日(日) 10:00 ～ 昌賢学園まえばしホール大ホール

9 八木節のつどい ９月10日(日) 10:00 ～ 昌賢学園まえばしホール大ホール

10
日本の名曲を踊る

　やなぎ会
10月１日(日) 13:00 ～ 総合福祉会館いきいき談話室

11 日本舞踊のつどい 10月22日(日) 13:00 ～ 昌賢学園まえばしホール小ホール

12 仏像彫刻と陶芸・絵画展
11月３日(金) ～ 

　 　 ５日(日)
  9:00 ～

昌賢学園まえばしホール

大展示ホール

13 前橋洋舞フェスティバル 11月12日(日) 13:30 ～ 昌賢学園まえばしホール大ホール

14
短歌・俳句・川柳合同作品展 

自然趣味盆栽展

11月18日(土) ～ 

　　19日(日)
  9:00 ～

昌賢学園まえばしホール

大展示ホール

15 郷土芸能大会　※１ 11月25日(土) 13:00 ～ 未定

16 市民音楽のつどい 11月26日(日) 13:00 ～ 昌賢学園まえばしホール小ホール

17 漢詩発表会 11月26日(日) 13:30 ～ 第三コミュニティセンターホール

18 フラフェスティバル 12月３日(日) 13:30 ～ 昌賢学園まえばしホール小ホール

19 吟剣詩舞道発表会 ３月16日(土) 13:00 ～ 大胡シャンテマルエホール

20
市民展覧会　※２

(美術)(写真)(書道)
２月～３月（未定） 未定

21

・大胡地区文化祭

・粕川元気まつり

・富士見地区文化祭　※３

10月20日(金)～11月12日(日)

11月５日(日)

11月17日(金)～19日(日)・23日(木)

大胡公民館・大胡シャンテマルエホール 他

粕川小学校

富士見公民館

＊都合により、日程や開演時間等が変更になる場合があります。 【令和５年３月１日現在】
（※１前橋市教育委員会主催事業　※２前橋市教育委員会共催事業　※３各地区実行委員会主催事業）
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た
。「
ふ
れ
あ
う
」
と
い
う
経

験
が
と
て
も
有
意
義
な
も
の
だ

と
改
め
て
気
付
き
ま
し
た
。

 

櫻
田　

晴
波　

こ
ど
も
お
こ
と
教
室

　

こ
の
度
ふ
れ
あ
い
教
室
で
は

私
共
の
会
に
７
名
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
感
染
症
対
策
を

徹
底
し
た
中
で
無
事
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
女
子
が

５
名
男
子
が
１
名
母
親
１
名
で

し
た
。
１
回
２
時
間
の
講
習
を

３
日
間
、
７
月
と
８
月
に
か
け

て
実
施
致
し
ま
し
た
。
模
範
演

奏
で
は
「
ふ
る
さ
と
」「
と
お

り
ゃ
ん
せ
」「
線
香
花
火
」
な

ど
を
披
露
。
今
年
で
８
回
目
、

「
さ
く
ら
」「
糸
車
」
の
２
曲
が

替
手
付
き
で
弾
け
る
ほ
ど
上
達

し
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
が
一

生
懸
命

練
習
し

充
実
し

た
講
習

会
と
な

り
ま
し

た
。

 

冨
田
恵
理
子　

で
も
多
く

の
方
に
三

味
線
を
弾

く
楽
し
さ

を
広
め
て

行
き
た
い

と
思
っ
て

い
ま
す
。

 

杵
屋
彌
三
右
衛
門　

お
こ
と
体
験
教
室

　

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
箏
曲

で
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
も
少
し
落
ち
着
い
て
い

た
の
で
、
募
集
人
数
を
増
や
し

小
学
生
か
ら
成
人
ま
で
と
し
ま

し
た
。
人
と
人
が
近
づ
か
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
、
触
れ
る
物

の
消
毒
な
ど
、
気
を
使
う
こ
と

が
多
か
っ
た
こ
と
が
、
実
技
指

導
に
お
い
て
大
変
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
小
学

生
は
学
校
で

体
験
し
た
こ

と
が
あ
る
子

も
い
て
ス

ム
ー
ズ
に
曲

を
習
得
し
て

く
れ
ま
し

了
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
茶
道
教
室
が
無

事
に
実
施
で
き
た
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

 

塩
原　

宗
清　

龍
生
派

　

華
道
部
門
で
ふ
れ
あ
い
体
験

の
講
師
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
元
気
21
の
ア
ト
リ
エ
で

11
月
５
日
、午
後
行
い
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
窓
が
広
く
、
秋
晴
れ
の

青
空
と
街
並
が
美
し
く
、
皆
芸

術
家
気
分
で
花
を
生
け
ま
し
た
。

　

最
初
は
お
互
い
に
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
何
作
か
生
け
進

む
に
つ
れ
、
打
ち
解
け
て
作
品

も
思
い
思
い
に
個
性
を
出
し
て

生
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
帰
り
に
は
皆
満
足
そ
う
な

笑
顔
で
お
花
を
持
ち
帰
り
、
少

人
数
で
た
っ
た
一
日
の
お
稽
古

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ホ
ッ
と

致
し
ま
し
た
。

 

中
森　

暁
月　

長
唄
三
味
線
教
室

　

長
期
に
亘
る
コ
ロ
ナ
流
行
の

為
、
三
年
振
り
に
開
催
し
た
三

味
線
教
室
。
参
加
定
員
を
少
な

く
し
て
十
名
程
で
行
い
ま
し
た
。

撥
の
持
ち
方
か
ら
始
め
、
そ
れ

で
も
な
る
べ
く
接
触
を
少
な
く

し
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
の

教
室
で
し
た
。「
荒
城
の
月
」

「
さ
く
ら
」「
春
の
小
川
」
等
初

め
て
三
味
線
を
手
に
し
、
音
を

出
し
、
曲
を
弾
い
た
喜
び
が
参

加
し
た
皆
を
笑
顔
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
機
会
を
作
り
一
人

茶
道
教
室

　

８
月
７
日
、
３
年
ぶ
り
に
茶

道
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
担

当
は
小
堀
遠
州
流
で
す
。
今
回

は
コ
ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
て
、
例

年
よ
り
少
人
数
・
短
時
間
の
内

容
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
前
半
は
、
床
飾
り
や
道

具
組
の
見
学
と
緊
張
し
な
が
ら

の
所
作
実
習
、
後
半
は
大
喜
び

で
茶
筅
の
振
り
方
練
習
を
し
ま

し
た
。
最
後
は
全
員
が
お
客
様

に
な
っ
て
お
菓
子
と
お
茶
を
い

た
だ
き
、
楽
し
く
和
や
か
に
終

華
　
　
道

茶
　
　
道

邦
　
　
楽

ふ
れ
あ
い
体
験
事
業

ふ
れ
あ
い
体
験
事
業


